
 

 
第４５５回例会 Ｎｏ．８ 平成１６年８月２６日（木）晴 

■ ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸﾞ 

■ 出席報告 

「我等の生業」 

会員５４名中３９名出席 

■ 出席率 

■ 修正出席率 

■ スピーカー 

■ ビジター 

７５.００％ 出席計算人数５２名 

８月１２日 休会 

川原弘久さん 

あまＲＣ 稲垣孝憲さん 

会長挨拶             磯部 徹 
 皆様今日は。まだまだ暑い日が続きます。今週
の２４日火曜日に地区ロータリー財団セミナーが
あり、私と地区財団学友委員長の藤田さん、会長
エレクトの池井戸さん、当クラブロータリー財団
委員長の水野さんの４人で出席いたしました。後
ほど水野さんより報告があります。 
さて今日は「仏像でわかる仏教入門」という本か
らです。当クラブには安江さんという僧籍をお持
ちの方がいらっしゃるので恥ずかしいのですが、
私なりの感想を申し上げます。随分以前に、岡田
さんがネパールへ行かれたお話をされた時に「ナ
マステ」という挨拶のことにふれられ、なんでも
「ナマステ」と伺いました。この本の解説によれ
ばナマステとは「私はあなたを敬います」という
意味で、合掌をしてこの挨拶をするのはインドで
は古くから行われている敬礼法であり、「おはよ
う」にもなれば「こんにちは」「さようなら」にも
なるとのことです。このナマステは仏教の南無阿
弥陀仏の南無と同じもので、南無阿弥陀仏や南無
妙法蓮華経や南無釈迦牟尼仏はいずれも、阿弥陀
仏や釈迦牟尼仏、妙法蓮華経を「敬います、帰依
します」の意味になるそうです。ところで、仏像
はほとけさまのお姿を刻んで表現したものです。
ですが、本当はほとけさまは時間と空間を超越し
た存在なのですから、姿かたちはないのです。で
すが、姿かたちがないと私達はどのように拝めば
よいかわかりません。どうしてもほとけさまの救
いが実感できません。そのために仏像が作られま
した。なので仏像はほとけの究極・最高のお姿を
刻もうとしています。美の極致を表現しようとし
ているのです。ですから、仏像は美しくこの世な
らざる美が表現されています。私達はその為仏像
を審美眼で見てしまいがちですが、仏像は美術品
ではありません。祈りの対象なのです。また私達
現代人は祈る事を忘れています。ですから仏像を

美術品として見てしまうのです。ではどのように
祈るのでしょうか。著者は祈りを２種類にわけて
います。請求書の祈りと、領収書の祈りです。病
気を治してくれ、儲けさせてくれ、合格させてく
れ、と請求書を発行します。ありがとうございま
した、と感謝の気持ちを伝えるのが領収書の祈り
です。私達は欲望の上にある安っぽい請求書の祈
りばかりしているように思えます。 
 

ニコＢＯＸ 

あまＲＣ 稲垣孝憲さん 
メーキャップをさせて頂きます。友人に会えるこ
とを喜んでいます。  
浅田さん 本日誕生日です。 
森さん 長谷川先生、永井先生お騒がせしました。
「おれ！おれ！」にひっかかるとは。まさか私が、
と思いますがご心配おかけしました。 
服部さん 大型台風が接近中です。災害に気を付
けましょう。 
●オリンピックも終盤戦です。「がんばりました
日本！！」 磯部会長、神谷、倉橋、渡邉、山中、
浅井、水野、西垣、西川、藤野（敬称略） 
●川原様、卓話よろしくお願い致します。  
長谷川幹事、和田、中野、二俣、鈴原、日下、安
江、池井戸（敬称略） 
津田さん  
＝ 咲き誇る さるすべりの花 申の年か ＝ 

本日合計 ４７，０００円 

 

委員会報告 

●ロータリー財団セミナー報告 

ロータリー財団委員長 水野裕善 

●地区米山記念奨学委員長会議報告 

米山記念奨学委員長 北折守男 

●10 周年実行委員会概要報告 

10 周年実行委員長 大平孝道 

 

幹事報告 

１． 地区大会登録を今週で締め切ります。出席義務

者の方でご都合の悪い方は、代理の方をご手配

ください。 

２． 次週例会前に「第３回理事役員会」がございます。

該当の方はご出席お願い致します。 

 



会員増強卓話 

「会員増強月間にちなんで」 

委員長  川原弘久 

●原稿は割愛させて頂きます。 

     

ＲＩ会長メッセージ 
新 し い 仲 間 を 迎 え 入 れ る  

 

親愛なる同僚ロータリアンの皆

さん: 

 奉仕の新世紀に入るに当た

り、ロータリアンであるというこ

とにどんな意味があるかにつ

いて、思いを巡らせてみたいと

思います。私たちはそれぞれ

が社会への貢献だとか、ロータリー財団が行う人道

的、教育的活動の支援、援助を必要とする特定の個

人や団体に手を差し伸べるためなど、いろいろな理

由でロータリークラブに入っています。私にとって、ロ

ータリーとは、真心で奉仕することを意味します。 

100 年間生き延びた組織 

 100 年間という試金石にかなった組織はほとんどあ

りません。人道的在取り組みへの情熱と意欲がロー

タリーを他の組織とは異なったものにしたので、生き

残ることができたのだと信じています。しばしばロータ

リアンたちは、時間的な面でも財政的な貢献におい

ても大きな自己犠牲を払って、人々を助けます。これ

ら無欲の奉仕活動がロータリアンであることの定義

づけでもあるのです。 私たちの 100 周年は、ロータ

リーを人々に認識してもらい、新しい会員を迎え入れ

る理想的なときでもあります、8 月は会員増強および

拡大月間であり、友人や仕事仲間をロータリーに紹

介するのにいい機会です。ロータリークラブの会員と

して得られる利益を考えてみてください。ある意味で、

あなたは家族としてーロータリー家族として受け入れ

られているのです。多くの友達をつくり、事実上、世

界各地とのつながりをもちます。 

5 人の兄がロータリアン 

 私は文字通りロータリー家族の中で育ちました。5

人の兄たちはロータリアンで、3 人は後にクラブ会長

になりました。私が彼らの足跡をたどるのは、当たり

前のように思えるかもしれません。しかし、前途にど

んな道が待ち受けているのかについては、ほとんど

わかっていませんでした。 私はロータリーで出世し

ようとか、そのうちにガバナーになってやろうなどとい

う野心はもっていませんでしたから、RI 会長になるな

どということは論外でした。このことは、ロータリーが、

どんなロータリークラブのロータリアンをも予想外の

進路につかせ、大いなる喜びと満足感をもたらすよう

にリードできることを示しています。 

 私はアメリカ合衆国フロリダ州のジャクソンビル RC

に 33 歳で入会しました。その地域ではまだ新米の若

い実業家でしたが、クラプは、私を計り知れないほど

の温かさで助けてくれました。ロータリーを通じて、私

は地域社会や海外に生涯の友をつくることができま

した。 

あなたをロータリーに招いたのは? 

 今月の『The Rotarian』(『ロータリーの友』)は、長期

在籍会員が新しいプロジェクトや取り組みを引き受け

るのと同じように、ロータリーの新入会員の教育に捧

げられます。 2005 年 6 月の 100 周年の年度の終わ

りまでには、会員数 150 万人にまで引き上げるという

目標に到達できるような実質的成長をもたらす、私た

ちの会員増強計画開発プログラムの促進を願ってい

ます。それを成し遂げるため、私はそれぞれのクラブ

が実質で 3 パーセントの会員増強(1 クラブ当たり最

低 2 人の純増を含む)と一つの新クラブの設立を推奨

します。 それとともに、私たちは、会員の退会防止

にも注意を払わなければなりません。世界のある地

域では入会後 3 年以内に、その約半数を失っていま

す。ブラジルや日本、メキシコ、それにアメリカ合衆国

では、さまざまな経済問題や社会状況によって会員

の総数が低下しています。クラブや地区のロータリー

家族委員会は、親睦活動や奉仕プロジェクトに携わ

る会員とともにクラブ会員をつなぎとめる努力の鍵と

なります。 

 私は、ロータリーにおける多様性の促進もまた重要

であると信じています。私は、会員の皆さんに適性の

ある女性や若い人々、さまざまな人種や宗教的背景

をもつ地域社会の人々を迎え入れることを推奨しま

す、これらのグループは、いつでも入会できる状態に

ある会員候補者の貯蔵庫であり、私たちの組織に、

新しいエネルギーを注入することになるでしよう。 

今日、ちょっと時間をとって誰があなたをロータリーク

ラブに招いたかを思い出してみてください。他の人々

とともに奉仕活動の贈り物を分かち合うことで、ロー

タリーを祝おうでほありませんか。ロータリー精神の

普及によって、私たちの奉仕の第 2 世紀にもきっと偉

業を成し遂げることができるでしょう。 

Glenn E. Estess,Sr. 

2004-05 年度国際ロータリー会長 

(RI 指定記事  提供 : ロータリーの友 2004/8/1 ) 

☆☆次回例会のご案内☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 
◎ ９月２日（木）第４５７回例会  

「敬老祝例会」 クラブ奉仕委員会担当 

加藤満男さん、大平孝道さんを祝福 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 


